
一般社団法人日本看護学教育学会は、看護学生さんからの推薦を受けて、令和２年度の
看護ハナマル先生を選出しました。看護ハナマル先生には、近藤暁子さん（東京医科歯科
大学大学院）が選ばれました。近藤さんには、日本看護学教育学会第30回学術集会にてオ
ンライン授業を行っていただきました。

模擬授業の様子

近藤暁子さん（東京医科歯科大学大学院）（赤枠表示）と模擬学生さんを紹介します。今回はオン
ライン開催でしたので、群馬県立県民健康大学、神奈川県立保健福祉大学、熊本大学、沖縄県
立看護大学、と全国各地の3・4年生9名に参加してもらいました。

近藤暁子さんの授業は、
スライドを用いながら学生
へのクイズ形式（問い）で始
まりました。それに対して学
生さんは、スライドをよく見
ながら、一生懸命応答して
いました。
その後、話し合いのお題
が出され、グループワーク
が行われました。
最後に、話し合った内容
を発表しあい、活発な意見
交換、近藤さんのまとめが
行われました。
国際保健看護学の内容
から、看護の本質の探究、
看護職者として欠かせない
姿勢や態度を深く学ぶ授
業内容でした。

「世界の人口は現在どれくらいでしょうか？」 「そうです
ね。では・・・日本の人口は世界第何位でしょうか？」

「スライドをみると・・・
なので･･･だと思いま

す。」

（近藤さんのスライドから引用）



「看護ハナマル先生」で模擬授業をしていただきましたこと、近藤先生に御礼申し上げ
ます。「看護ハナマル先生」は、教え子からの推薦で始まり、それを受けて、模擬授業を
行っていただくことになりますが、今回は、学会全体がオンラインの中で行うことになり、模
擬授業の準備も大変だっただろうと思います。有難うございました。授業を拝見し、教材の
扱い方やそれを基にした学生への問いかけの内容、とても興味深かったです。国際保健
学は多分、どこかにモデルがあるというよりも、新たに教育内容構築をしながらの授業組み
立てだと思います。それは、全体のストーリーの中の位置づけでありつつ、１つの授業時間
も1つのストーリーとして完結していくように組み立てられているのでしょうと思いながら、拝
見しておりました。ブレイクアウトセッション等を使い、その後の進行も興味深かったです。よ
り良い授業をしてくださることは、学生達がどんどん育つ栄養になると思いますので、是非、
これからも、興味深く、かつ、質の良い看護学教育を続けていただきたく、よろしくお願い申
し上げます。

新井英靖氏（茨城大学教育学部 教授）から近藤暁子さんの模擬授業について、 １）深い
学びに結びつく問いと応答、２）「国際保健看護学」は究極的に何を学ぶ学問であるか、という視
点から以下のコメントをいただいました。なるほどーと思える深い洞察を教えていただきました。

一般社団法人
日本看護学教育学会
理事長 大島弓子

推薦者の上林千佳さんは、現在山形県
で保健師として活躍されています。学生
の時に近藤先生の国際保健看護学の
授業を受け「国際化が進むなかで日本
で看護師として働く意味は何か」「身に着
けるべき国際感覚」を学び、大いに感銘
を受けたと報告してくれました。上林さん
にも本会から感謝状が送られました。

感謝を込めて

近藤暁子さんには、本会から看護ハナ
マル先生感謝状と記念品としてクリスタ
ル置時計が送られました。近藤さんから
は、「素敵な記念品と感謝状をいただき、
ありがとうございました。今後、一層気を
引き締めて教員として切磋琢磨してまい
りたいと思います」とコメントをいただきま
した。

理事長挨拶

日本看護学教育学会では、次年度も引き続き看護ハナマル先生
を募集します。看護学生のみなさんからの推薦をお待ちしております。

一般社団法人 日本看護学教育学会 教育活動委員会
委員長 嘉手苅英子 委員一同

（新井氏のスライドから引用）


